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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢
や
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
平
成

28
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
に
関
し
ま
し
て
多
大
な
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
甚
な
る
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
国
内
の
景
気
に
つ
い
て
、
日
銀
の
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト

（
2
0
1
5
年
10
月
）
に
よ
り
ま
す
と
、
輸
出
や
生
産
面
で
新
興
国
経

済
の
減
速
に
伴
う
影
響
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
設
備
投
資
が
緩
や
か
な

増
加
基
調
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
地
域
に
お
い
て
「
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
」
等
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
先
行
き
の
展
望
に
関

し
て
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
国
内
需
要
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
地
方
経
済
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
T
P
P
）
交
渉
が
大
筋
合
意
と
な
り

ま
し
た
。
国
内
に
お
け
る
各
種
産
業
、
と
り
わ
け
農
業
に
は
影
響
が
あ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
農
業
を
基
幹
産
業
と
位
置
づ
け
る
本
市
に
と
っ

て
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
市
で

は
庁
内
に
戦
略
本
部
を
設
置
し
、
今
後
も
国
や
県
の
動
向
に
注
視
し
つ

つ
、
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
市
内
の
動
き
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
一
地
区
一
園
」
を
基

本
方
針
と
定
め
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
保
育
園
建
設
整
備
計
画
が
終

了
し
、
4
月
に
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
や
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
、
芝
生

の
園
庭
を
備
え
た
田
中
保
育
園
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
念
願
で
あ
っ
た
海
野
バ
イ
パ
ス
が
全
面
開
通
し
、
併

せ
て
第
2
駐
車
場
が
し
ゅ
ん
工
と
な
り
ま
し
た
。「
海
野
宿
」
を
訪
れ

る
方
々
を
お
迎
え
す
る
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
、

観
光
客
増
加
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

5
月
に
は
、
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
総
会
が
本
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
参
画
い
た
だ
い
た
実
行

委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
全
国
津
々
浦
々
か
ら
来
訪
さ
れ
た
皆
様
を
歓

待
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
皆
様
か
ら
、
心
か
ら
の
お
も
て
な

し
に
感
激
し
た
と
お
聞
き
す
る
に
つ
け
、
平
素
か
ら
の
自
然
体
で
「
お

も
て
な
し
」
が
で
き
た
こ
と
に
誇
ら
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

6
月
に
は
、
平
成
20
年
に
認
定
を
受
け
た
「
ワ
イ
ン
特
区
」
を
さ
ら

に
前
進
さ
せ
る
べ
く
、
本
市
を
含
め
た
8
市
町
村
の
連
名
に
よ
る
「
千

曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
特
区
」
が
、
内
閣
府
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
単
独
の
市
町
村
の
み
な
ら
ず
、
地
域
一
帯
で
の
取
組
み
が
可
能

と
な
り
、
荒
廃
地
利
用
や
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
安
定
供
給
を
は
じ
め
近

隣
市
町
村
相
互
の
連
携
な
ど
、
ワ
イ
ン
振
興
が
活
発
化
す
る
一
助
と
な

り
ま
し
た
。

市
長 

新
年
あ
い
さ
つ

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
活
躍
し

　

平
穏
で
安
心
で
き
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
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地
方
創
生
元
年
、
い
ち
早
く
着
手
し
た
本
市
で
は
、
8
月
に
、「
東

御
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
並
び
に
「
東
御
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
策
定
作
業
を
終
了
致
し
ま
し
た
。
市
の
現
状
を
様
々
な

観
点
か
ら
分
析
し
、
効
果
的
か
つ
戦
略
的
に
施
策
を
行
う
た
め
の
方
策

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
策
定
に
際
し
て
は
、
市
民
や
産
官
学
金
労
の

各
界
か
ら
幅
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

に
て
ご
議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
垣
根
を
越
え
て

意
見
交
換
す
る
中
で
集
約
さ
れ
た
戦
略
は
、
活
力
あ
る
「
東
御
市
」
の

将
来
を
描
い
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
戦
略
の
策
定
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
向
こ
う
10
年
を
見

据
え
た
観
光
・
農
業
分
野
に
お
け
る
施
策
の
指
針
と
す
べ
く
進
め
て
お

り
ま
し
た
「
第
2
次
東
御
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
10
月
に
、「
東
御
市

農
業
振
興
計
画
」
を
11
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
市
民
参
画
の
も
と
に
素
案
が

集
約
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
関
係
審
議
会
等
を
経
て
成
案
と

し
て
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
地
道
に
取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
湯
の
丸
高
原
へ
の
高
地
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
誘
致
活
動
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
進
展
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
水
泳
連
盟
鈴
木
大
地
会
長
（
当
時
）
は
、
6
月

に
開
か
れ
た
平
成
27
年
度
定
時
評
議
員
会
の
席
で
、
東
御
市
に
施
設
を

誘
致
す
る
こ
と
の
利
便
性
、優
位
性
を
言
明
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て「
湯

の
丸
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
検
討
委
員
」
と
し
て
も
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
鈴
木
氏
が
、
10
月
1
日
付
で
ス
ポ
ー
ツ
庁
初
代

長
官
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
に
心
強
い

限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

念
願
の
勝
利
を
果
た
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
取
組
み
で
培
っ
た
結

束
力
を
背
景
に
、
引
き
続
き
施
設
誘
致
に
向
け
て
、「
湯
の
丸
か
ら
セ

ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
日
の
丸
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
市
民
の
皆
様
と
一
丸

と
な
っ
て
国
に
対
し
て
さ
ら
な
る
働
き
か
け
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
、
東
御
市
が
誕
生
し
て
13
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

国
で
は
、
引
き
続
き
「
地
方
創
生
」
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
お
り
、
地

方
自
治
体
の
生
き
残
り
を
懸
け
た
知
恵
比
べ
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
た
だ
の
絵
に
描
い
た
餅
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
東
御
市
ら

し
さ
を
示
す
格
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
捉
え
、
自
然
環
境
や
地
域
資

源
を
有
効
活
用
し
た
観
光
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
東
御
ブ
ラ
ン
ド
の

創
出
や
6
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
既
存
の
枠
だ
け
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
分
野
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
市
政
を
運
営
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

10
年
後
20
年
後
の
将
来
、
持
続
可
能
で
美
し
い
東
御
市
で
あ
り
続
け

る
こ
と
を
見
据
え
つ
つ
、「
第
２
次
東
御
市
総
合
計
画
」（
と
う
み 

夢
・

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
４
）
で
標
榜
し
て
お
り
ま
す
「
人
と
自
然
が
織
り
な

す 

し
あ
わ
せ
交
流
都
市 

と
う
み
」
の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
に
ま
い
進

す
る
所
存
で
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
市
民
の
皆
様
が
主
役
で
す
。
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
皆
様
と
一
緒
に
知
恵
を

出
し
合
う
中
で
「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
輝
け
る
東
御
市
」
を
具
現
化

で
き
る
よ
う
に
、
一
所
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
が
輝
き
活
躍
し
、
平
穏
で
安
心
で

き
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
御
市
長
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写
真
で
振
り
返
る
東
御
市
の
一
年

2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）

在
宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
ま
き
の
家
」
竣
工
式
典
・
ケ
ア
ポ
ー
ト

み
ま
き
開
所
20
周
年
記
念
式
典
（
25
日
）

新
・
北
御
牧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
稼
動
（
28
日
）

市
中
央
公
民
館
前
に
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
設
備
を
設
置
（
3
日
）

東
御
市
商
工
会
本
所
が
田
中
商
店
街
へ
移
転
（
16
日
）

銀
座
N
A
G
A
N
O
で
東
御
市
P
R
イ
ベ
ン
ト
開
催
（
21
日
）

海
野
宿
ひ
な
祭
り
（
21
日
〜
3
月
22
日
）

東
御
市
総
合
教
育
会
議
設
置
（
26
日
）

田
中
保
育
園
旧
園
舎
で
閉
園
式
（
20
日
）

東
御
中
央
公
園
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
竣
工
（
24
日
）

小
諸
市
外
二
市
御
牧
ヶ
原
水
道
組
合
解
散
式
（
26
日
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
4
名
着
任
（
1
日
）

市
道
田
中
・
西
海
野
線
「
海
野
バ
イ
パ
ス
」
全
線
開
通
（
1
日
）

海
野
宿
第
2
駐
車
場
供
用
開
始
・
既
存
の
駐
車
場
を
無
料
化
（
1
日
）

東
御
市
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
い
さ
ぽ
東
御
」
開
設
（
1
日
）

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
東
御
市
公
式
ペ
ー
ジ
本
格
運
用
開
始
（
1
日
）

田
中
保
育
園
新
園
舎
竣
工
式
（
2
日
）

新
教
育
委
員
会
制
度
へ
移
行

東
京
藝
術
大
学
と
御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会
の
連
携
事
業
ス

タ
ー
ト
（
1
日
）

第
37
回
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
総
会
・
研
修
会
（
20

日
〜
22
日
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
5　

東
御
市
初
勝
利
（
27
日
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
1
名
着
任
（
15
日
）

1
月

2
月

₃
月

₄
月

5
月

₆
月

　
様
々
な
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
2
0
1
5
年
。
市
内
の
主
な
動
き
を
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

▲各地区では地域づくりの指針「地域
ビジョン」の策定作業が本格化

▲和地区の地域ビジョン

▲人口減少の克服と地域の活性化について
協議する有識者委員会（４月７日）

地域活動の新たな担い手「地域おこし協力隊」
が着任。新しい視点で様々な活動を展開

県のアンテナショップ「銀座NAGANO」で、
市の魅力を発信するイベントを開催

▲千曲川中流域の８市町村連名による「千曲川
ワインバレー（東地区）特区」認定（6月30日）

ビ
ジ
ョ
ン
・
戦
略

新たな視点で

魅力発信

ワイン▲銀座NAGANOに東御市初出展（2月21日）

▲「田沢おらほ村」の皆さんによるPRイベント（11月30日）
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湯
の
丸
高
原
つ
つ
じ
祭
り
（
21
日
）

千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
（
東
地
区
）
特
区
認
定
（
30
日
）

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
5
（
東
洋
経
済
新
報
社
）　

東
御
市
が

初
の
県
内
1
位
（
全
国
52
位
）

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
3
0
0
日
達
成
（
1
日
）

温
泉
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
1
日
）

と
う
み
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
開
始
（
5
日
）

海
野
宿
ち
り
り
ん
街
道
（
上
旬
〜
8
月
31
日
）

2
0
1
5
東
御
市
民
ま
つ
り
（
1
日
）

成
人
式
（
15
日
）

東
部
中
・
唯
野
己
哲
さ
ん　

全
国
中
学
校
柔
道
大
会
優
勝
（
20
日
）

「
東
御
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
東
御
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
策
定
（
26
日
）

巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
（
19
、
20
日
）

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
明
神
館
の
改
修
に
着
手

「
東
御
の
日
」
記
念
式
典
（
3
日
）

エ
フ
エ
ム
と
う
み
開
局
5
周
年
（
3
日
）

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
10
、
11
日
）

市
立
保
育
園
5
園
が
「
信
州
型
自
然
保
育
」
認
定
団
体
に
（
13
日
）

劇
団
Z
A
N
G
E
「
生
き
る
」
東
御
市
公
演
（
28
日
）

滋
野
小
学
校
開
校
1
4
0
周
年
記
念
式
（
30
日
）

集
団
栽
培
1
0
0
周
年
記
念
「
2
0
1
5
く
る
み
祭
り
」（
21
、22
日
）

海
野
宿
ふ
れ
あ
い
祭
（
23
日
）

祢
津
地
区
と
和
地
区
で
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
（
5
日
）

ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
N
A
G
A
N
O
で
優
秀
賞
受
賞
（
6
日
）

子
育
て
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
す
く
す
く
ぽ
け
っ
と
」
開
設

₇
月

₈
月

₉
月

10
月

11
月

12
月

▲介護がテーマの舞台「生きる」上演（10月2８日）。
主演は市出身のタレント・ブッチー武者さん

▲全国伝統的建造物群保存地区協議会の
研修会でにぎわう海野宿（５月21日）

▲住民有志が海野宿で初のひな祭りを開催
（2月21日～3月22日）

▲田中保育園新園舎が竣工（４月2日）。これをもって
全市立保育園の改築が完了

▲長年の悲願だった海野バイパスが全線開通
（４月1日）

▲唯野己哲さん（東部中2年）が全国中学
校柔道大会で優勝（８月20日）

▲チャレンジデー201５で奈良県広陵町に勝利（５月2７日）

躍
動

待
望
の

感動 交流・おもてなし
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第２次東御市総合計画　基本構想（10年間）

前期基本計画（５年間）

東御市まち・ひと・しごと創生総合戦略

後期基本計画（５年間）

年度26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36
〈観光ビジョンの期間〉

第２次東御市観光ビジョン
※中間年次（平成31年度）見直し

　

第
2
次
東
御
市
総
合
計
画「
と
う
み
夢
・

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
４
」
で
は
、
本
市
の
将

来
都
市
像
と
し
て
「
人
と
自
然
が
織
り
な

す　

し
あ
わ
せ
交
流
都
市　

と
う
み
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

本
市
の
も
つ
有
形
・
無
形
の
豊
か
な
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
こ
れ
を
内
外
へ
効

果
的
に
発
信
し
て
人
を
呼
び
込
ん
で
い
く

「
観
光
振
興
」
の
視
点
を
欠
か
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

今
は
ま
さ
に
新
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
観
光
振
興
の
可
能
性
が
広
が
っ

て
い
る
ほ
か
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、

地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
創
る
「
地

方
創
生
」
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

本
市
に
は
豊
か
な
自
然
環
境
や
多
様
な

歴
史
・
文
化
資
産
、
農
産
物
資
源
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
本
市
へ
の
人
の
流
れ
を
確

か
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ

ら
本
市
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源

に
〝
ス
ト
ー
リ
ー
性
〞
を
持
た
せ
て
効
果

的
に
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を
呼

び
込
み
、
地
域
経
済
・
産
業
の
発
展
と
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
の
観
光
の
あ
る
べ
き

姿
、
進
む
べ
き
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
観
光

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
た
び

「
第
2
次
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
指
針
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
や
地
域
、
事
業
者
な
ど
の
多
様

な
主
体
と
行
政
の
協
働
を
基
本
に
、
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
食
な
ど
の
多
様
な
「
地
域

資
源
が
奏
で
る
〝
し
あ
わ
せ
交
流
〞」
の

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
標
高

差
１
５
０
０
ｍ
の
〝
地
域
ス
ト
ー
リ
ー
〞

が
つ
む
ぐ
交
流
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、
4
つ
の
基
本
方
針
と
、
そ
の
手
段

新
た
な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の

概
要
と
そ
の
展
開

〈観光ビジョンの位置づけ〉
『第２次東御市総合計画』

（とうみ　夢・ビジョン　2014）

第２次　東御市観光ビジョン

〈観光に関連する他の個別計画〉
都市計画マスタープラン、
歴史的風致維持向上計画

農業振興地域整備計画、農業振興計画

東御市まち・ひと・しごと
創生総合戦略

第
２
次
東
御
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
ま
し
た

（2016年 1 月）市報とうみ 6



訪れる人が“東御市ならでは”の魅力に触れ、“感動”を抱いていただくことによって、
来訪者と地域の間に心と心のつながりを創る

「標高差1,500mの“地域ストーリー”がつむぐ“交流”のまち」
“感動”と“幸せ”の共感が生まれる地域の創造

〈東御市の観光が目指す姿〉

〈４つの基本方針〉

1

3

2

4

【施策】 観光集客核拠点の整備
●湯の丸高原の観光交流ハブ化の推進
●地域の特色を伸ばすインフラ施設の整備
●地域力と新たな感性によるイノベーション

【施策】 観光地域づくりを担う人材の育成
【施策】 地域ホスピタリティの向上

【施策】 地域の魅力の効果的な情報発信
●ICTを活用した効果的な情報発信
●観光インフォメーション機能
　の充実

【施策】 観光推進体制の充実
●観光協会の組織力の強化
●広域観光の推進

【施策】 地域資源を活かした体験型滞在観光の形成
●「体験・交流・学び」の地域ツーリズムの創出
●学習・スポーツ旅行を捉えた着地型プランの充実

【施策】 食・物産のブランド力を活か
した観光ルートの形成

●産地・産業観光の創出による地域
内消費の実現

●まちなか観光の普及

地域と共に創る魅力ある
“観光地”づくり

郷土愛をホスピタリティにつなげる
“人”づくり

地域資源をつなぐ
東御市ならではの“ストーリー”づくり

魅力を伝えられる
“情報発信力”づくり

～魅力と個性の観光地デザイン～

～観光地域づくりを担う人材の育成～

～域内連携による地域ツーリズムの創出～

～効果的な観光プロモーション～

●
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

☎
6７

－

₁
₀
₃
₄

と
な
る
7
つ
の
施
策
、
そ
し
て
11
項
目
か

ら
な
る
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
今
一
度
、
先
人
が
長

年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
歴
史
や
文

化
・
産
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
見
つ

め
直
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
有
の
価
値

に
「
誇
り
」
と
「
愛
着
」
を
持
つ
こ
と
が

出
発
点
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
ら
の
誇
り
と
愛
着
の
源
と

な
っ
て
い
る
地
域
の
魅
力
を
市
民
一
人
ひ

と
り
が
熱
く
語
り
、
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
、
人
々
の
共
感
を
生
み
、
や
が
て
は
本

市
へ
の
強
い
来
訪
の
き
っ
か
け
へ
と
つ
な

が
っ
て
き
ま
す
。

　

昨
今
、
観
光
地
間
の
競
争
は
激
化
し
て

お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。〝
来
訪
者
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
ま
ち
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
に

と
っ
て
も
魅
力
的
な
ま
ち
〞
で
あ
る
こ
と

を
常
に
念
頭
に
お
い
て
、市
民
一
丸
と
な
っ

て
知
恵
を
出
し
合
い
、
お
互
い
協
力
し
て

市
の
魅
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
よ

り
強
い
訪
問
の
動
機
づ
け
に
結
び
付
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

※
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.tom

i.
nagano.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

湯の丸高原

海野宿の地域観光ガイド

ワイン用ぶどう収穫体験
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申告相談はお早めに！

　市県民税（住民税）の申告時期が近づいてきました。この申告は、平成 28年度市県民税（住民税）・国民健
康保険税の課税資料となるほか、所得に関する証明の発行、介護保険料及び後期高齢者医療制度の保険料、保育
料の算定、各種手当等の基礎資料となる大切なものです。必ず期間内に申告をお願いします。
　なお、「平成 28年度市県民税・国民健康保険税申告書」は 1月 18日（月）から各戸に 1部ずつ配布いたしま
す。不足の場合はお手数ですが、税務課住民税係または北御牧庁舎 1階で用紙をお受け取りください。

　平成 28 年 1 月 1 日現在、東御市に住所があり、以下の 1～ 5のい
ずれかに該当する方は市県民税の申告が必要です。
１. 前年中に営業等・農業・不動産・配当・雑・一時・譲渡などの収入
があった方（失業給付金・遺族年金・障害年金・児童扶養手当など
非課税の収入がある方も含む）

２. 給与所得者（パート・アルバイト含む）で、
 （1）給与所得以外の所得（営業や農業など）が 20万円以下の方
 　　※ 20万円を超える方は、所得税の確定申告をする必要があります
 （2）2カ所以上の事業所から給与を受けていた方
３. 年の途中で退職または就職し、年末調整をしなかった方
４. 市外に住んでいる親族の扶養になっている方
５. 平成 27年中に収入がなかった方

　以下の 1～ 3のいずれかに該当する方は市県民税の申告は不要です。
１. 給与を 1カ所のみから受けていて、勤務先で年末調整をし、他の収入がない方
２. 税務署に所得税の確定申告書を提出する方
３. 前年中に収入が全くなく、同居している親族の扶養として申告等をされている方

１. 毎年確定申告を税務署で行っている方
２. 株式譲渡、土地・建物譲渡、先物取引等の所得がある方
３. 青色申告の方

４. 住宅借入金控除や雑損控除の申告がある方
５. 山林所得がある方

■市県民税の申告をしなければならない方

■市県民税の申告をしなくても良い方

■所得税の確定申告が必要な以下の方は、上田税務署で申告を！

2月16日（火）
▼

3月15日（火）
※土日は休みです。

会　　場 東御市勤労者会館2階大会議室
受付時間 午前7時30分～午後3時

相談時間 午前の部　午前9時～正午
 午後の部　午後1時～5時

※受付は同一世帯の申告分のみとします。他世帯分の受付はご遠慮ください。

◦収支内訳書、医療費の集計は必ず計算した上で、会場へお越しください。
◦土地・建物や株式等の譲渡所得、先物取引所得については、計算明細書を作成してきた方のみ市内の相談会
場で受け付けます。
◦各種集計や計算明細書の作成がない場合は、受付できませんのであらかじめ、ご了承願います。

注意
事項

Check！
　後期高齢者医療制度の被保険
者並びに国民健康保険加入者及
びその世帯主は、所得のあるな
しにかかわらず申告してくださ
い。申告されない場合は、後期
高齢者医療制度の保険料、国民
健康保険税や医療費の軽減措置
などの判定ができません。

（2016年 1 月）市報とうみ 8



●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎ 6４ －５８７７

期　　日 対象地区 会　　場 受付時間
₂月23日（火） 滋野地区 滋野コミュニティーセンター

午前₇時30分
～午後₃時₂月24日（水） 祢津地区 祢津公民館

₂月25日（木） 和地区 和コミュニティーセンター
₂月29日（月） 田楽平、上八重原、中八重原、白樺、芸術むら

北御牧庁舎₂階講堂 午前₈時
～午後₃時

₃月₁日（火） 下八重原、切久保、八反田、本下之城
₃月₂日（水） 田之尻、宮、畔田、御牧原南部

₃月₃日（木） 御牧原北部、布下、島川原、常満、大日向、光ヶ
丘、羽毛山、牧ヶ原

■出張相談も行います！

い
い
え

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

い
い
え

い
い
え

はい

はい

はい いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

日本年金機構へ「公的年金受給者の
扶養親族申請書」を提出しましたか？

医療費控除、社会保険料控除、生命
保険料控除、扶養控除等の各種控除
を追加しますか？

■申告の簡易判断基準（目安）
スタート

平成28年1月1日現在、東御市に居住していまし
たか？

本市に市県民税の申告は不要です

市県民税の申告は
不要です

市県民税の申告は
不要です

市県民税の申告は
不要です

市県民税の申告が
必要です

市内の申告会場へ

市県民税の申告が必要です
市内の申告会場へ

※所得税の確定申告が必要になることもあります。

※平成28年1月1日現在に居住していた市町村へ申
告してください。

平成27年中に収入はありましたか？
※非課税収入（遺族・障害者年金・失業給付・児童扶養手当
等）のみの方は「いいえ」へ

※営業、農業、不動産等の収入がある方は「いいえ」へ
※非課税収入がある場合は「はい」へ

公的年金収入額は、次の金額以下になりますか？
【65歳未満の方】（昭和26年1月2日以降生まれ）
　年金収入 980,000円以下
【65歳以上の方】（昭和26年1月2日以前生まれ）
　年金収入 1,480,000円以下

収入は公的年金のみでしたか？

東御市内に住所がある親族が、あなたを税制上の扶
養親族として申告、または年末調整をしていますか？

公的年金以外の収入は、給与収入のみでしたか？

勤務先で年末調整を受けましたか？

年末調整を受けた会社以外から、給与の支払いがあ
りましたか？

医療費控除、社会保険料控除、生命保険料控
除、扶養控除等の各種控除を追加しますか？

相談時間　午前の部　午前 9 時～正午／午後の部　午後 1 時～ 5 時
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燃費性能に応じた
軽自動車税のグリーン化特例

　平成 27年度税制改正により、低排出ガス及び燃費性能に優れた環境負荷の小さ
い軽自動車に対して税率を軽減する「グリーン化特例」（軽課税率）が創設されました。
　これにより、平成27年4月1日から平成28年3月31日までに最初の新規検査
を受けた車両で、排出ガス基準及び燃費基準を満たすものについては、平成 28 年
度分の軽自動車税に限り下表の税率が適用されます。（注 ₁）

グリーン化特例による税率（年額）

●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎ 62 －1111（代表）

注意事項
（注₁）	平成2８年度税制改正大綱により、1年間の延長が予定されています。
（注₂）	電気自動車及び天然ガス自動車については、平成21年排出ガス規制に適合し、かつ、平成21年排出ガス基準値より10％以上

窒素酸化物を低減する車両とする。
（注₃）	ガソリン車・ハイブリッド車は、いずれも平成1７年排出ガス基準７５％低減達成車（★★★★）に限る。
（注₄）	₄輪乗用の燃費基準年度は平成32年度とする。
（注₅）	₄輪貨物の燃費基準年度は平成2７年度とする。

【 3 輪】
区　　　分 平成2８年度課税時の税率（年額）

電気自動車・天然ガス自動車（注2） 1 , 0 0 0円

ガソリン車・ハイブリッド車（注3）
燃費基準値より＋3５％達成 2 , 0 0 0円
燃費基準値より＋1５％達成 3 , 0 0 0円

【 4 輪（乗用）】
区　　　分 平成2８年度課税時の税率（年額）

電気自動車・天然ガス自動車（注2）
営業用　1 , ８ 0 0円
自家用　2 , ７ 0 0円

ガソリン車・ハイブリッド車（注3）
燃費基準値より＋20％達成（注４）

営業用　3 , ５ 0 0円
自家用　５ , ４ 0 0円

燃費基準値達成（注４）
営業用　５ , 2 0 0円
自家用　８ , 1 0 0円

【 4 輪（貨物）】
区　　　分 平成2８年度課税時の税率（年額）

電気自動車・天然ガス自動車（注2）
営業用　1 , 0 0 0円
自家用　1 , 3 0 0円

ガソリン車・ハイブリッド車（注3）
燃費基準値より＋3５％達成（注５）

営業用　1 , 9 0 0円
自家用　2 , ５ 0 0円

燃費基準値より＋1５％達成（注５）
営業用　2 , 9 0 0円
自家用　3 , ８ 0 0円

グリーン化特例（軽課税率）は車両の検査情報を基に適用しますので、申請等の手続きは不要です。
基準の達成状況については、自動車検査証の備考欄をご確認ください。

燃費性能に応じた燃費性能に応じた平成28年度
課税時に
適用

（2016年 1 月）市報とうみ 10



　

調
理
く
ず
や
残
飯
等
の
生
ご
み
、
天
ぷ

ら
油
（
廃
油
）
は

排
水
口
に
流
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

水
に
溶
け
に
く

い
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
や
紙
お

む
つ
、
生
理
用
品

等
は
流
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

糸
く
ず
や
髪
の

毛
、
石
け
ん
等
の

固
形
物
は
目
皿
を

用
い
て
取
り
除
き

ま
し
ょ
う
。

　

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
シ

ン
ナ
ー
等
の
揮
発

性
物
質
や
バ
ッ
テ

リ
ー
液
等
の
液
体

を
流
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

誤
っ
て
異
物
を
流
し
て
し
ま
っ
た
ら
下
水
道
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲マンホールポンプに詰まった衣類

●
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課　

下
水
道
係　

☎
6４

－

₅
₈
₇
₄

　

近
頃
、
下
水
道
施
設
に
流
入
し
た
紙
お

む
つ
や
衣
類
な
ど
の
異
物
が
原
因
で
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
※
や
処
理
場
の
機
械
が

停
止
す
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
く
ら
い
の
も
の
な
ら
流
し
て
も

大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
安
易
な
考
え
に

よ
る
行
為
が
、
下
水
道
施
設
を
停
止
さ
せ

る
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
汚
水
を
処
理
場
に
送
る
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
異
物
の
流
入
に
よ
っ
て

停
止
す
る
と
、
汚
水
が
逆
流
し
て
家
庭
内

で
吹
き
上
が
り
な
ど
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
処
理
場
が
停
止
す
る

と
、
多
く
の
家
庭
で
下
水
道
が
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

処
理
場
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
な
ど
の

下
水
道
施
設
は
、
市
民
の
大
切
な
財
産
で

す
。
皆
で
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
＝
低
地
の
汚
水
を
処
理

場
へ
送
る
た
め
に
マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
設
置
さ

れ
た
ポ
ン
プ

キ
ッ
チ
ン
で
は

洗
面
所
・
風
呂
場
で
は

ト
イ
レ
で
は

家
庭
の
排
水
設
備
で
は

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

下
水
道
に
異
物
を

　
　 

流
さ
な
い
で
！

汚
れ
ち
ゃ
っ
た

洗
う
の
面
倒

だ
な

流
し
ち
ゃ
え
ー

う
わ
ぁ
！

汚水がー！

洋
服
な
ど
の
異
物
を

下
水
に
流
す
と

こ
ん
な
こ
と
が

起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す

絶
対
に

流
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
!!
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　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく、平成 26年度の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」
の確報値は、表 1、2のとおりとなりました。
　なお、市報とうみ 10月号（No.138）及び市ホームページでお知らせした速報値からの変更はありませんでした。

（表1）健全化判断比率 （単位：％）

指　　　　　　　標 東御市 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 一般会計等の赤字の割合 － 013.51

連結実質赤字比率 一般会計や公営企業会計を合わせた市全体の赤字額 － 018.51

実 質 公 債 費 比 率 市税等の年間収入のうち年間の借金返済額等が占め
る割合 09.4 025.0

将 来 負 担 比 率 市全体の借金等が市税等の年間収入の何年分に相当
するのかを表す指標（100％が1年分にあたります） 73.7 350.0

※赤字額・資金不足額が生じなかったため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率の数値はありません。

（表2）資金不足比率（公営企業会計の資金に不足が生じているのかを表す指標） （単位：％）
会　計　名 東御市 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 －
20.0下 水 道 事 業 会 計 －

病 院 事 業 会 計 －
※いずれの会計も資金不足額が生じなかったため、資金不足比率の数値はありません。

東御市の財政状況についてお知らせします
財政健全化法に基づく健全化判断比率及び資金不足比率（確報値）

●問い合わせ先
　企画財政課　財政係
　☎6４ －５901

平
成
28
年
4
月
採
用
予
定

市
職
員（
看
護
師
）を
募
集
し
ま
す

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
係
　
☎
64

－

5
8
7
6

⑴　

提
出
書
類

　

①
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　

②
履
歴
書
（
総
務
課
で
交
付
す
る
も
の
）

　

③
写
真
2
枚
（
上
半
身
・
脱
帽
・
正
面
向
き
・
縦
40
㎜
×
横
30
㎜
で
3
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
も
の
を
①
及
び
②
に
貼
付
）

　

④
国
家
資
格
証
明
書
の
写
し

⑵　

申
込
用
紙
の
請
求

　
　

申
込
書
及
び
履
歴
書
は
、
総
務
課
総
務
係
に
直
接
請
求
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ａ
4
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
片
面
印
刷
）
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

⑶　

受
付
期
間

　
　

平
成
28
年
１
月
22
日
（
金
）
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、
締
切
日
当
日
の
消
印
有
効
）

⑴　

試
験
日　

平
成
28
年
2
月
4
日
（
木
）

⑵　

場　
　

所　

東
御
市
役
所

⑶　

試
験
内
容　

小
論
文
、
職
場
適
応
性
検
査
、
個
人
面
接

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
配
布
の
採
用
試
験
要
領
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
申
込
方
法

3
採
用
試
験

１
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

試
験
区
分

採
用
予
定
人
員

受
験
資
格
等

看
護
師

若
干
名

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
人

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
東
御
市
民
病
院
に
勤
務
い
た
だ
く
正
規
採
用
の
看
護
師
を
募
集
し

ま
す
。

　

意
欲
あ
ふ
れ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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市
中
央
公
民
館
で
12
月
5
日
、
第
11
回

東
御
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の

集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、
市
や
市
教
育
委
員
会
な

ど
が
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
毎
年
開
い
て

い
る
も
の
で
、
式
典
で
は
作
文
や
標
語
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
人
権
啓
発
作
品
の
表
彰

を
行
い
、
花
岡
市
長
が
一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
、
落
語
家
の
露つ

ゆ

の
新し

ん

治じ

さ
ん
が
「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権
高
座

〜
笑
顔
で
く
ら
す
、
願
い
に
い
き
る
〜
」

と
い
う
演
題
で
講
演
。
差
別
の
根
源
に
あ

る
も
の
を
歯
切
れ
の
よ
い
語
り
口
と
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
例
え
で
読
み
解
き
、
会
場

第
11
回
東
御
市

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
開
催

落
語
家
・
露
の
新
治
さ
ん
が
講
演

は
大
き
な
笑
い
の
渦
に
。
最
後
に
「
差
別

は
『
下
見
て
く
ら
せ
』
の
優
越
感
の
つ
っ

か
い
棒
に
縋
っ
て
い
る
自
分
の
問
題
」
と

指
摘
し
、
そ
の
上
で
「
差
別
を
な
く
す
と

い
う
こ
と
は
、
差
別
に
寄
り
か
か
っ
て
自

分
を
保
つ
よ
う
な
さ
も
し
い
生
き
方
か
ら
、

自
分
の
人
生
自
分
が
主
役
に
な
っ
て
、
自

分
の
芯
を

持
っ
て
生

き
て
い
こ

う
と
い
う

前
向
き
な

自
己
変

革
」
と
訴

え
ま
し
た
。

▲差別の根源にあるものを読み解く露の新治さん

▲人権啓発作品の展示

▲人権啓発作品の表彰を受けられた皆さん

　

市
議
会
第
4
回
定
例
会
は
12
月
1
日
開

会
し
、初
日
に
は
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
補
正
予
算
2
件
、
新
設
条
例

2
件
、
条
例
の
一
部
改
正
4
件
、
そ
の
他
2

件
の
計
10
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
日
と
11
日
に
は
、
11
名
の
議
員
が
市

政
運
営
等
に
つ
い
て
の
個
人
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

14
日
に
は
総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
が

さ
れ
、
15
日
か
ら
各
常
任
委
員
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
及
び
陳
情
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

市
が
上
程
し
た
議
案
及
び
最
終
日
に
上

程
し
た
議
員
提
出
議
案
（
議
員
定
数
を
2

減
と
す
る
な
ど
）
は
す
べ
て
、
原
案
可
決

が
さ
れ
18
日
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
2
月
発
行
の
「
市

議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
第
₄
回
定
例
会　
10
議
案
を
審
議

●
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

☎
6４

－

₅
₈
₁
₀

　「第15回ふるさとCM大
賞NAGANO」の最終審
査会が12月6日に長野市
内で開かれ、本市の30秒
CM「とうみよいとこ、オ
ラホにおいで♪」が優秀賞

（八十二銀行賞）を受賞し、
主催の長野朝日放送で年
間50回放送されることになりました。
　この作品は地域おこし協力隊ととうみケーブルテレビの共
同制作。オラホビールと市内の豊かな自然をPRする内容で、
協力隊のはっとりさちこさんの演技が高く評価されました。

　最終審査会
の様子は、1月
3日（日）午後3
時10分から同
局で放送され
ます。ぜひご覧
ください。

CM「とうみよいとこ、オラホにおいで♪」
ふるさとCM大賞で優秀賞

▲CMの1コマ

▲最終審査会
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受賞作品の紹介
（敬称略）

　

市
中
央
公
民
館
で
11
月
14
日
、
第
12
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
（
実

行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
一
般
67
名
、
児
童
・
生
徒
８
１
７
名
の
皆
さ
ん
か
ら
計

９
８
０
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
8
名
の
選
者
が
審
査
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
現
代
詩
の
部
門
ご
と
に
表
彰
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
選
者
の
先
生
を
囲
ん
で
の
研
究
会
が
開
か
れ
、
参
加
者

は
指
導
を
受
け
た
り
、他
者
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
し
て
、〝
芸
術
の
秋
〞

に
ふ
さ
わ
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
特
選
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
今
年
度
の
力
作
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

寂
さ
び
と
霧
た
ち
こ
む
る
朝
畑
に

 

露
は
じ
け
散
る
キ
ャ
ベ
ツ
穫
り
ゆ
く

我
が
国
は
永
久
に
不
戦
と
晴
れ
や
か
に

母
の
語
り
き
わ
れ
幼
き
日

残
さ
れ
し
廊
下
の
奥
の
ミ
シ
ン
に
も

通
夜
の
読
経
が
ゆ
っ
く
り
届
く

昭
和
十
九
年
十
月
十
八
日
早
朝

戦
局
厳
し
い
マ
ニ
ラ
か
ら
引
き
揚
げ
る
大
型
船
12
隻

そ
の
う
ち
の
二
隻
が
魚
雷
攻
撃
を
受
け
た

攻
撃
さ
れ
た
一
隻
「
白
鹿
号
」
に
母
は
乗
っ
て
い
た

も
の
す
ご
い
音
が
耳
目
を
つ
ん
ざ
き

天
井
の
鉄
さ
び
が
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
に
降
っ
て
き
た

船
体
が
グ
ラ
グ
ラ
と
揺
れ
る

も
う
駄
目
だ
と
思
っ
た
が
勇
気
を
振
り
絞
り

視
界
を
遮
る
埃
の
中　

救
命
胴
衣
を
身
に
着
け
た

友
の
名
を
呼
び
粉
塵
を
か
い
く
ぐ
り
甲
板
に
出
る

同
僚
女
子
二
十
名
の
無
事
を
確
認

水
筒
と
わ
ず
か
ば
か
り
の
貴
重
品
を
持
ち

二
艇
の
ボ
ー
ト
に
分
乗
す
る

上
官
は
船
内
に
残
り
「
元
気
で
」
と

二
回
目
の
攻
撃
が
な
い
こ
と
を
祈
り
な
が
ら

陸
海
軍
の
兵
士
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
果
た
し

静
か
に
海
に
入
っ
て
行
っ
た

甲
板
に
は
整
然
と
並
べ
ら
れ
た
銃
と
剣

右
舷
の
傾
斜
が
増
し
た
二
十
一
時
三
十
分

白
鹿
丸
八
千
二
百
ｔ
は
轟
音
を
立
て

火
柱
と
と
も
に
海
中
に
没
し
て
い
っ
た

荒
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
心
細
さ
は
こ
の
上
な
い

夜
の
闇
が
恐
怖
を
増
幅
さ
せ
る

戸と
ぼ
り堀　

は
つ
み

栁や
な
ぎ
ば
し橋　

信し

の乃

渋し
ぶ
や谷　

い
つ
子こ

「
生
還
―
七
十
年
を
経
た
母
の
手
記
―
」

栗く
り
は
ら原　

陽よ
う
こ子

〈
選
者
〉　

宮み
や
ざ
わ澤　

渉わ
た
る

〈
選
者
〉　

中な
か
じ
ま島　

雅ま
さ
こ子

〈
選
者
〉　

小こ
み
や
ま

宮
山　

久ひ
さ
こ子

〈
選
者
〉　

酒さ
か
い井　

力つ
と
む

【
短
歌
の
部
】

　
特
選

【
現
代
詩
の
部
】

　
特
選
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第12回東御市

短詩型文学祭
畑
で
聴
く
朝
露
の
音
草
踏
む
音
　

胡
瓜
も
み
小
言
さ
ら
り
と
か
は
し
け
り

凌
霄
花
牛
小
屋
に
牛
ゐ
な
く
な
り

子
へ
孫
へ
平
和
が
続
く
種
子
を
蒔
く

こ
だ
わ
り
を
た
た
ん
で
老
い
が
丸
く
な
る

読
み
聞
か
せ
老
い
の
五
感
も
磨
か
れ
る

松ま
つ
も
と本　

千ち

よ

み
代
美

堀ほ
り
う
ち内　

友と
も
え江

堀ほ
り
う
ち内　

友と
も
え江

大お
び
な
た

日
向　

紋あ
や
こ子

中な
か
ざ
わ澤　

清き
よ
と人

竹た
け
う
ち内　

初は
つ
え江

山
の
よ
う
な
大
波
が
五
十
二
人
を
乗
せ
た
ボ
ー
ト
に

襲
い
か
か
る　

台
風
に
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
る

ず
ぶ
濡
れ
の
体
か
ら
は
体
温
が
奪
わ
れ
て
い
く

「
眠
っ
て
は
駄
目
！
」
声
を
掛
け
励
ま
し
合
う

繰
り
返
す
大
波
に
何
度
も
観
念
し
て
手
を
合
わ
せ
る

艦
と
運
命
を
共
に
さ
れ
た
上
官
た
ち
の
顔
が
浮
か
ぶ

あ
あ
父
よ
！
母
よ
！　

祖
国
よ
！

大
海
原
に
島
影
が
見
え
る

島
だ　

あ
の
島
に
行
こ
う
！

暑
さ
で
じ
り
じ
り
と
焼
け
付
く
よ
う
だ

あ
の
島
に
水
は
あ
る
だ
ろ
う
か

も
し
再
び
祖
国
の
土
を
踏
め
た
な
ら

故
郷
の
山
に
湧
く
石
清
水
の
水
を

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
飲
み
た
い

島
に
見
え
た
の
は
湧
き
上
が
る
雲
だ
っ
た

魚
雷
攻
撃
で
負
傷
し
た
人
が

暑
さ
に
耐
え
切
れ
ず
力
尽
き
た

次
は
自
分
か
も
知
れ
な
い

だ
が
恐
怖
は
な
い

南
方
軍
陸
軍
総
司
令
部
の

タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
働
い
て
い
た
母

五
日
間
漂
流
の
末
日
本
軍
の
機
帆
船
に
救
助
さ
れ
た

　

節
く
れ
だ
っ
た
手
の
中
に
抱
え
ら
れ
て
甲
板
に
下

　

ろ
さ
れ
た
時　

私
は
お
礼
を
申
し
上
げ
る
こ
と
も

　

で
き
ず
に
泣
い
て
し
ま
っ
た

陸
軍
の
罫
紙
19
枚
に
び
っ
し
り
と
母
の
小
さ
な
文
字

手
記
の
こ
と
は
何
も
言
わ
ず
に
逝
っ
た
母

夏
の
昼
下
が
り　

仏
壇
の
引
き
出
し
に
発
見
す
る

奇
し
く
も
戦
後
七
十
年
の
今
年
に

〈
選
者
〉　

国く
に
み見　

敏と
し
こ子

〈
選
者
〉　

佐さ
と
う藤　

崇た
か
こ子

〈
選
者
〉　

島し
ま
だ田　

洋よ
う
こ子

〈
選
者
〉　

瀧た
き
ざ
わ澤　

宏こ
う
じ司

【
俳
句
の
部
】

　
特
選

さ
と
う

【
川
柳
の
部
】

　
特
選
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Vol.6

地域おこし
協力隊

活動レポート Vol.6

　今回は 5名の隊員の中から佐藤、森の2名が、東御市での各自
の活動を振り返ります。

協力隊のひとこと

　東京芸術大学の音楽科には東御市出身の学生が多数

います。12月にはそんな東御市出身

の音楽科の学生たちが、ケアポート

みまきでの望年会（←間違いじゃな

いよ！）のトリとして演奏を披露！

　その後、北御牧中学校では、吹奏

楽部の部員へ演奏披露と演奏指導を行いました。

　今回は関係者のみしか聞けないコンサートでしたが、

学生とはいえ、世界を目指す彼らの演奏は言葉にでき

ないものがありました。ゆくゆくは、もっといろんな人

に聞いてもらいたいですね。

森
もり

　健
けん

太
た

郎
ろう

　10月は荷物と学生を乗せて、八重原を右往左往…火のアートフェスティバルでは、東京芸術大学の学生たちの

お世話をしていました。芸術家の卵だけあってみんなくせ者ぞろい。次々と頼まれる無理難題。頭を抱えていると

「手伝ってやるべ！」と地元の人が参戦！！土地交渉、食事の提供、はては運搬のトラックまで。北御牧の皆さんの

おかげでなんとか形になりました。もはや北御牧の人たちの手によって開催できたと言っても過言ではないでしょ

う。本番当日、アート自転車でのサイクリングイベントは大好評。中には「また来たよ！」と、3回、4回と繰り返

し来る子も。多数の来場者に、ノベルティが足りなくなり慌てる一幕も。大好評にお応えして来年の火のアートフェ

スティバルでは、「ツールド八重原」の開催で決まりか！？と一人でニヤニヤしています。

　現在、交流人口を増やすことを目的とし、大学のゼミや学術団体等、各方面にアプローチを

しています。先日、鎌倉市にある大学のスポーツサークルの先生に東御市を視察していただき

ました。関東近郊からのアクセスの良さや目的に応じた施設を提供できることなど、地の利を

最大限に活用した東御市の魅力をPRしました。若い世代の受け入れは、中長期的な需要が

見込めることも狙いの一つです。

　浅間連山も徐々に雪化粧してきましたが、気象庁の 3カ月予報では「暖冬」

です。予報が的中し今年は市内でも暖かい日が続いています。

　先日、文部科学省の方々が東御市に視察のため来訪されました。市内の各

名所と湯の丸高原を案内させていただきました。スポーツ好きの担当者であっ

たことから、湯の丸高原エリアにお連れし、オールシーズンでスポーツを楽し

めるエリアであることを紹介させていただきました。暖冬の影響もありますが、

観光資源でもあるスキー場が早く全面滑走できるようになればと感じました。

2016 年1月号

佐
さ

藤
とう

照
てる

友
ゆ

旭
き

　スポーツツーリズムによる交流人口の増加を目指して

　湯の丸高原に雪

（2016年 1 月）市報とうみ 16



　

上
の
子
は
、
指
先
を
使
っ
て
遊

ぶ
こ
と
が
好
き
で
、
紙
を
切
っ
て

工
作
を
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

最
近
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り
を
部

屋
に
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
下
の

子
は
、
と
に
か
く
お
兄
ち
ゃ
ん
の

遊
び
が
気
に
な
っ
て
一
緒
に
遊
び

た
い
と
い
つ
も
近
く
に
い
ま
す
。

最
近
で
は
2
人
で
遊
ぶ
こ
と
が
多

く
な
り
、
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
で
お

家
を
作
っ
て
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
は
下
の
子
が
何
で
も
お
兄

ち
ゃ
ん
と
同
じ
こ
と
を
し
た
が
り
、

け
ん
か
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は

お
兄
ち
ゃ
ん
の
す
る
お
店
屋
さ
ん

の
役
割
を
真
似
た
り
、
交
代
し
て

　
今
月
は
、
く
る
み
幼
稚
園
に
通

う
岡お
か

部べ

圭き
よ

高た
か

く
ん
、
光み

つ

姫き

ち
ゃ
ん

の
お
母
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
兄
妹
で
仲
良
く
遊
ぶ
微

笑
ま
し
い
様
子
や
、
兄
妹
で
育
つ

姿
が
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

2
人
と
も
本
が
大
好
き
な
の
で
、

い
つ
も
お
気
に
入
り
の
本
を
1
冊

ず
つ
選
ん
で
寝
室
へ
向
か
う
の
が

日
課
で
す
。
大
好
き
な
本
の
読
み

聞
か
せ
が
終
わ
る
と
、
気
持
ち
よ

く
眠
り
に
就
い
て
く
れ
ま
す
。
私

自
身
も
忙
し
い
一
日
の
中
で
唯
一
、

子
ど
も
達
と
し
っ
か
り
と
向
き
合

え
る
癒
し
の
時
間
に
な
っ
て
い
ま

す
。

家
庭
で
は
ど
ん
な
遊
び
を

し
て
い
ま
す
か
？

遊
び
の
中
で
新
し
い
発
見
は

あ
り
ま
し
た
か
？

親
子
で

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

（対象者 2月生まれの 1
●

 歳）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名

（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を
添えて、企画財政課広報担当までお送りください。
　締め切りは、1月 8日（金）必着。
※原則、毎月8日が締め切りとなります。

☆募集します！！☆

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
の
工
夫
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

滝
たき

澤
ざわ

　蘭
らん

ちゃん（下八重原）
（１歳、H27. 1. 1生）

長
なが

岡
おか

　南
な

央
お

ちゃん（大石）
（１歳、H27. 1. 1生）

樋
ひ

口
ぐち

　眞
ま

歩
ほ

ちゃん（加沢）
（１歳、H27.01.06生）

加
か

藤
とう

　朔
さ

空
く

斗
と

くん（城ノ前）
（１歳、H27.01.22生）

長
なが

井
い

　悠
はる

輝
き

くん（本下之城）
（１歳、H27.01. 3生）

春
すの

原
はら

　雪
ゆき

乃
の

ちゃん（大川）
（１歳、H27.01.21生）

赤
あか

尾
お

　侃
かん

慈
じ

朗
ろう

くん（上八重原）
（１歳、H27.01.28生）

　蘭ちゃん１歳おめでとう！たのしい毎日
をありがとう。

　お誕生日おめでとう♥お兄ちゃん、お
姉ちゃんが大好きななおちゃん。これか
らも元気いっぱいのニコニコなおちゃん
ですくすく成長してね♥

　まほ♥１歳のお誕生日おめでとう。いっ
ぱい笑っていっぱい食べていっぱい寝て
くれるまほがみーんな大好き！これから
もすくすく大きく育ってね♥

　１歳のお誕生日おめでとう♥さくちゃ
んの笑顔に家族みんな癒されてるよ★
産まれてきてくれてありがとう♥大好き
だよ♥

　ハル君お誕生日おめでとう♪これから
もお兄ちゃんと仲良く、沢山遊んで大き
くなってね♥

　お誕生日おめでとう！雪ちゃんの明る
い笑顔と笑い声でいつも皆を癒してくれ
てありがとう♥これからものびのび健や
かに成長してね！

　この１年でとっても大きくなったね♥
歯も生えてきたからモリモリ食べて健康
で楽しい毎日が過ごせますように★

誕生日おめでとう！（1月生まれ）とうみっ子!!
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1
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
は
じ
ま
り
ま
す
】

東御市立図書館 ☎64-5886

図
書
館
へ
行
こ
う

日 月 火 水 木 金 土
❶ ❷

❸ ❹ 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

1月の開館日
（赤丸の日が休館日です。）

平日／9:₀₀～1₈:₃₀
土・日・祝日／9:₀₀～1₇:₀₀

●
ビ
ジ
ュ
ア
ル
戦
国
英
雄
伝
⑤

　

伊
達
政
宗
・
真
田
幸
村河か
わ

合い　

敦あ
つ
し

：
監
修

　

株
式
会
社	

学
研
プ
ラ
ス

●
実
伝 

真
田
幸
村

火ひ

坂さ
か　

雅ま
さ

志し

：
編

　

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

い
よ
い
よ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
が

放
映
さ
れ
ま
す
！

●
義
貞
の
旗

…
…
…
安あ

部べ　

龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
：
著

●
戦
後
新
聞
広
告
図
鑑

…
…
…
町ま

ち

田だ　

忍し
の
ぶ

：
著

●
蜷
川
幸
雄
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

…
…
…
秋あ

き

島し
ま　

百ゆ

合り

子こ

：
著

●
だ
し
生
活
、
は
じ
め
ま
し
た
。

…
…
…
梅う

め

津つ　

有ゆ

希き

子こ

：
著

●
経
済
と
お
か
ね
の
超
基
本
１
年
生

…
…
…
大お

お

江え　

英ひ
で

樹き

：
著

●
み
ん
な
の
お
ば
け
小
学
校

…
…
…
市い

ち

川か
わ　

宣の
ぶ

子こ

：
作

●
木
を
植
え
た
男

…
…
…
ジ
ャ
ン
・
ジ
オ
ノ
：
作

●
き
っ
と
き
っ
と
ま
も
っ
て
あ
げ
る

…
…
…
レ
イ
ン
・
マ
ー
ロ
ウ
：
絵

●
と
け
い
の
お
う
さ
ま

…
…
…
た
ち
も
と　

み
ち
こ
：
絵

●
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
コ
ー
ト

…
…
バ
ー
バ
ラ
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
ク
：
絵

新
着
本
案
内

一
般
書

児
童
書

開館
時間

　

市
で
は
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
妊
娠
や

出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
集

約
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
す
く
す

く
ぽ
け
っ
と
」
を
12
月
に
開
設
し
ま

し
た
。

　

本
サ
イ
ト
の
最
大
の
特
長
は
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
情
報
分
類
。

子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
情
報
が

分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
必
要
な
情

報
を
す
ぐ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

も
対
応
し
、
パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
と
同

じ
情
報
を
読
み
や
す
く
表
示
す
る
機

能
も
備
え
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
や
楽
し

い
行
事
等
も
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〝
子
育
て
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
〞で
き
ま
し
た

http://tomi-sukusuku.jp/

●
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課　

子
育
て
支
援
係

　

☎
6４

－

₅
₈
₁
₄

第
12
回
東
御
市
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

中
学
生
の
部
結
果

（
11
月
29
日
実
施
・
東
御
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

●
男
　
子
（
敬
称
略
）

　

優　

勝　

塚
田　

恵
瑠
・
永
井　

聖
人

　

準
優
勝　

竜
野　

光
騎
・
中
沢　

瑛
介

　

3　

位　

永
井　
　

匠
・
阿
部　

慎
吾

●
女
　
子

　

優　

勝　

今
井　

萌
楓
・
小
森
菜
々
子

　

準
優
勝　

阿
部　

愛
梨
・
吉
池　

美
来

　

3　

位　

手
塚　

茉
佑
・
深
井　

杏
美
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今
月
は
、
ス
ト
レ
ス
と
血
圧
の
関
係
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
部
か
ら
の
様
々
な

刺
激
に
よ
っ
て
心
身
に
負
荷
が
か
か
り
、

「
反
応
」
が
生
じ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
私
た
ち
の
体
に
は
、
様
々

な
変
化
が
起
こ
っ
て
も
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
体
を
安
定
し
た
状
態
に
保
と
う
と

す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
極

度
の
怒
り
や
不
安
な
ど
の
刺
激
は
、
こ
の

仕
組
み
に
狂
い
を
生
じ
さ
せ
、
様
々
な
心

身
の
不
調
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

高
血
圧
予
防
編

　

ス
ト
レ
ス
に
気
が
つ
か
ず
、
知
ら
な
い

う
ち
に
体
調
を
崩
す
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
表
に
示
す
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
の

原
因
に
い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
、
体
内
で
は
心

拍
数
を
高
め
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
、
交
感

神
経
を
刺
激
し
て
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
ノ

ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
こ

の
2
つ
の
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
に
よ
り
、
ス

ト
レ
ス
を
受
け
た
と
き
に
は
、
血
圧
が
上

昇
し
ま
す
。

•
規
則
正
し
い
睡
眠
や
食
事
で
ス
ト
レ

ス
へ
の
抵
抗
力
を
高
め
る

•
適
度
な
運
動
で
気
分
転
換

•
趣
味
な
ど
を
持
ち
、
生
き
甲
斐
を
見

つ
け
る

•
自
分
の
ス
ト
レ
ス
を
知
り
、
自
分
に

合
っ
た
解
消
法
を
見
つ
け
る

•
一
人
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
友
人
に
相

談
す
る

•
ク
ヨ
ク
ヨ
せ
ず
に
取
越
し
苦
労
を
し

な
い

健康保健課
保健係
☎64-8882
保健増進係
☎64-8883

ス
ト
レ
ス
と
は
…

血
圧
を
上
げ
な
い
た
め
の

ス
ト
レ
ス
予
防
を
！ 

ストレスの種類と原因

肉
体
的
ス
ト
レ
ス

寒さ、暑さ、湿度、
過労　等

心
理
的
ス
ト
レ
ス

人間関係、仕事・
学業の悩み、近親
者の死、病気、離
婚、怒りや興奮な
どの感情　等 10

過労

ス
ト
レ
ス
は
血
圧
上
昇
の
原
因

※ビデオカメラや携帯電話等のバッテリーは販売店等へお返しください。／北御牧地区では、電球や点灯管は「もやせないごみ」になり
ます。／東部地区では、ライターは「その他ごみ」になります。

有害ごみの収集日と出し方
東部地区

収集日

出し方

北御牧地区
₆月と₁月の第₃水曜日 5 月と11月の第₃月曜日

　年末の大掃除で出た蛍光管や電球、乾電池
などの有害ごみは、焼却処分できません。他
のごみとは別に保管し、年 2回の収集日に
ごみステーションへ出しましょう。
　なお、事業所で出たものは産業廃棄物にな
りますので、廃棄物処理業者へご相談ください。

 No.134
なるほど The ごみ
クリーンリサイクル係　☎63-6814

(gomi)

乾電池 乾電池

体温計 体温計

蛍光管 蛍光管

電　球 ライター

乾電池のみを
ごみステーションのコンテナへ

乾電池のみを
ごみステーションの収集缶へ

透明のポリ袋に入れて
ごみステーションへ

割れないように

箱に入れるか、ボール紙で包ん
で縛り、ごみステーションへ

ひもで縛りごみステーションの
黄色のコンテナへ

透明のポリ袋に入れて
ごみステーションへ

ガス抜きをしてから、ごみステー
ションの青色のコンテナへ
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キャンペーン
価格で…

自
分
の
心
の
中
を
見
つ
め
て み

ね
む
ら

し
ゅ
う
へ
い

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

　峯
村

　修
平

（140）

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
は
、
全
国
共
通
の
電
話
番
号
「
１い

８や

８や

」

で
地
方
公
共
団
体
が
設
置
し
て
い
る
最
寄
り
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を

ご
案
内
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
土
日
祝
日
で
、
市
区
町
村
や
都
道
府
県

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
が
開
所
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
で
相
談
の
補
完
を
す
る
な
ど
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
1

月
3
日
）
を
除
い
て
、
原
則
毎
日
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

契
約
、
悪
質
商
法
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
事
故
等
に
つ
い
て
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら

の
参
加
者
の
発
表
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
改
め
て
「
人
権
と
は
特
別

の
こ
と
で
は
な
く
、
挨
拶
を
し
た

り
、
話
を
し
た
り
、
仕
事
を
し
た

り
、
勉
強
し
た
り
…
毎
日
の
生
き

方
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分

自
身
も
っ
と
も
っ
と
人
権
・
同
和

問
題
の
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

東
御
市
は
、「
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
部

落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
撤
廃
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
本
人
通
知
制
度
へ
の
取
り
組

み
な
ど
人
権
を
大
切
に
す
る
素
晴

し
い
市
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
区
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
人
権

啓
発
学
習
会
で
は
皆
さ
ん
が
一
生

懸
命
学
習
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
和
問
題
を
話
題
に

し
よ
う
と
す
る
時
、
空
気
が
変
わ

り
ま
す
。
学
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
「
こ
の
地
区
は
同
和
問
題

は
な
い
」「
最
近
は
同
和
問
題
が

薄
れ
て
い
る
感
じ
が
し
て
安
堵
し

て
い
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
の

は
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
「
差
別
は
さ
れ
る
側
の
問
題
で

は
な
く
、
差
別
す
る
側
ま
た
は
傍

観
者
の
問
題
で
あ
る
」
は
ず
で
す
。

同
和
問
題
は
、
被
差
別
部
落
の
方

の
問
題
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身

の
心
の
問
題
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
、
生
ま
れ
て
く
る
時
に

自
分
の
性
別
を
選
べ
な
い
の
と
同

様
に
、
ど
こ
に
生
ま
れ
る
か
も
選

べ
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
が
部
落
差
別
を
生
む
ひ
と
つ

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
は
お
か

し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
現
在
も
、

結
婚
差
別
、
就
職
差
別
、
誹
謗
中

傷
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
絶

え
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
卑
劣
な
書
き
込
み
は
目
を
覆
う

ば
か
り
で
す
。

　
「
も
っ
と
実
際
に
起
き
た
差
別
事

件
を
教
え
て
も
ら
え
ば
、
差
別
は

な
く
な
る
は
ず
」
と
い
う
声
を
耳

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
差

別
の
現
実
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
た
ち
の
苦
し
さ
、
悲
し
さ
、

怒
り
を
共
有
す
る
気
持
ち
が
な
け

れ
ば
差
別
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
差
別
の
現
実
を
正
し

く
知
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
大
切
な
の
は
、
自
分
の

心
の
中
を
も
う
一
度
覗
い
て
、「
私

は
同
和
問
題
を
避
け
て
い
な
い

か
？
」「
自
分
と
は
関
係
な
い
問
題

だ
と
思
っ
て
い
な
い
か
？
」
と
自
分

の
生
き
方
を
見
直
し
て
み
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
そ

ん
な
振
り
返
り
が
部
落
差
別
の
根

絶
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、

差
別
さ
れ
る
側
の
問
題
に
し
な
い

姿
勢
は
、
そ
の
他
の
差
別
の
解
消

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

愛
す
る
人
に
、
自
分
の
差
別
す

る
気
持
ち
を
知
ら
れ
た
ら
悲
し
い

で
す
。
愛
す
る
人
が
差
別
す
る
の

を
知
っ
た
ら
悲
し
い
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
人
を
、
自
分
を
大
切
に

し
て
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
勉
強

し
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
生
き
方
を

自
分
の
目
で
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
心
豊
か
な
自
分
に
な
れ
る

チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
差
別
さ
れ
て

い
る
人
た
ち
の
苦
し
み
や
悲
し
み

が
解
消
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
み
ん

な
が
幸
せ
に
な
れ
る
の
で
す
。

　

部
落
差
別
を
今
日
ま
で
千
年
以

上
続
け
て
し
ま
っ
た
の
は
、
時
代

時
代
の
人
々
の
心
で
す
。
そ
れ
な

ら
ば
、
そ
の
差
別
を
な
く
せ
る
の

も
私
た
ち
の
心
で
あ
る
は
ず
で
す
。

と
も
に
悩
み
考
え
、
差
別
の
な
い

社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

ご
存
知
で
す
か
？

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１い

８や

８や

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

断っても
強引な勧誘が続く…

自転車の幼児座席が
破損して子供がケガをした。
危険な商品だと
感じた。

アダルトサイトに登録され、
請求画面が表示された…

※一部のIP電話等からは、ご利用
いただくことができません。

困ったときは

へ

い

１
や

8
や

8
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※【「みんなの健康×スポーツ」実行委員会構成団体】東御市身体障害者福祉協会、東御市手をつなぐ育成会、陽だまりの会、ぴかそくらぶ、
はこべの会、東御市、東御市スポーツ推進委員会、（特非）東御市体育協会、長野県ボッチャ協会、（福）東御市社会福祉協議会、（福）
ちいさがた福祉会、（福）みまき福祉会、＜事務局＞（公財）身体教育医学研究所

●問い合わせ先　☎61-6148

　市水泳大会にあわせて開催したパラリンピック競泳金
メダリストで全盲の河

かわいじゅんいち

合純一さんとの交流イベント。河合
さんの模範泳が予定されていた水泳大会は残念ながら雨
天中止となりましたが、午前のケアポートみまきでの水泳
交流会と夕方のユニバーサルスポーツ講演会はいずれも
盛況でした。
　午前の交流会では、視覚を完全に遮断する「ブラック
ゴーグル」着用の泳ぎを子どもたちが体験。その状況で
まっすぐ速く泳ぐことが大変難しいことを実感。子どもた
ちと河合さんとの水泳対決も実施し、交流を図りました。
　夕方の講演会は、湯の丸高原高地トレーニング施設誘
致推進市民会議との共催で実施。1５歳で完全に光を失っ

た河合さんには
「教師になること」
「水泳で世界一に
なること」の夢に
向かって必死に努
力し、見事実現す
るまでのエピソー
ドをお話しいただ
きました。

　東御市体育協会加盟「とうみユニバーサルスポーツク
ラブ」との共催で、二分脊椎の障がいのある、パラリン
ピックアイススレッジホッケー銀メダリストの上

うえ

原
はら

大
だい

祐
すけ

さ
ん率いる「T

チームエーエーエー

eamAAA」を講師に迎え、「ダブルダッチ」
（₂本のロープジャンプ）を北御牧小学校体育館で行いま
した。₅歳の幼児から大人まで100 名を超える皆さんが
参加。世界で活躍する講師の皆さんがパフォーマンス披
露し、その後のチャレンジタイムでは参加者が₂本のロー
プを回す「ターナー」（回し手）にも挑戦。たくさんの笑
顔に出会うことができました。
　なお、上原さんは、₁月₉日（土）の「スポーツレクリ
エーション祭冬の部」（上田市市民の森スケート場）にて、

アイススレッジ
ホッケーのデモ
ンストレーショ
ンと体験会を行
う予定です。皆
様、ぜひご参加
ください。

　「とうみユニバーサルスポーツクラブ」の活動の一環で、誰もが一緒に楽しめるユ
ニバーサルスポーツを行う「わくわくスポーツクラブ」の活動を支援しています。
　このクラブはパラリンピック正式種目「ボッチャ」の練習を中心に毎月第₃土曜日
に活動。交流と腕試しを目的に、今年度も「ボッチャ交流大会」（10月₃日、松本
市）に参加しました。結果は個人戦で関

せき

智
とも

徳
のり

さん（大石）が第₂位に入賞。₂月には、
会員を中心とした交流大会を予定しています。
　ユニバーサルスポーツに興味のある方、一緒に楽しみませんか？詳細はしんたいま
でお問い合わせください。

　今年で 5年目を迎えたユニバーサルスポーツの取り組み。
　市が掲げる “ 一市民一スポーツ ” 実現のために、障がいのあるなしに関わらず誰もが身近で健康づくりや
自己実現としてスポーツに親しめる環境を整備することを目指して、「みんなの健康×スポーツ」実行委員
会※が取り組んでいる活動を紹介します。

“一市民一スポーツ”を目指して

パラリンピアン河合純一さんとの交流 市総合体育大会で「ダブルダッチ」

ユニバーサルスポーツの場づくりを支援

しんたいの
shin-tai 「ちょっと耳よりな話」

公益財団法人身体教育医学研究所

総務主任兼指導主任　岡田　佳澄
おか  だ かすみ

85

₈月2₉日 10月₄日

毎月1回
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〈広告欄〉

まるごと生活百科
1月の納税 （納期限 2月1日）

◦国民健康保険税（普通徴収）（8期）
◦後期高齢者医療保険料（普通徴収）（7期）
◦介護保険料（普通徴収）（7期）

●詳しくは東御消防署まで　☎₆₂－ ₀119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

市内交通事故統計 11月分
平成₂₇年11月₃₀日現在

当月分 累計（注1） 前年比
件 　 数 ₁₃件 ₁₃₂件 －₁₄件
傷 　 者 ₁₇名 ₁₇₃名 ＋₀₁名
死者（注2） ₀₀名 ₀₀名 －₀₁名

（注1）平成27年1月からの累計　（注2）事故発生後24時間以内の死者数

まるごと生活百科まるごと生活百科

こちら119（東御消防署）
＝11月の火災・救急件数＝

火災 0件 （19件） 救急 100件 （1,020件）

カッコ内は平成2₇年1月からの累計

●問い合わせ先
　「ねんきん定期便」専用ダイヤル ☎₀5₇₀－₀5₈－555
　小諸年金事務所 ☎₀₂₆₇－₂₂－1₀₈₀
　市民課　国保年金係 ☎₇5－₈₈1₀（直通）

「ねんきん定期便」が
送付されます

　公的年金制度に加入されている方には、日本年金機
構から年金の加入記録や見込額を記載した「ねんきん
定期便」が毎年1回、誕生月に送付されます（ただし、
１日生まれの方については誕生月の前月に送付されま
す）。

　以下の①～⑥の記録が「封書」で送付されます。

　以下の①～④の記録が「ハガキ」で送付されます。

　ねんきん定期便（封書）には、「年金加入記録回答票」
が同封されています。年金加入記録に「もれ」や「誤
り」がある場合は、回答票に必要事項を記入の上、同
封の返信用封筒にてご返送ください。

₃5歳、₄5歳、5₉歳の方

上記年齢以外の方

加入記録に誤りがある場合は？

【お知らせ内容】
①年金加入期間、②加入実績に応じた年金額（5₀
歳以上の方は年金見込額※）、③保険料の納付額、
④最近の月別状況、⑤厚生年金保険の基準報酬額
と保険料納付額の月別状況、⑥国民年金保険料の
納付状況

国民年金 アドバイス

※既に年金を受給されている方を除く。

とうみの気象記録（観測地点：東御消防署）
平成₂₇年₁₁月︵注︶ 平成₂₆年₁₁月

最高気温 ₂₀.₁℃（₀₉日） ₂₁.₄℃（₀₂日）
最低気温 － ₁.₆℃（₂₈日） － ₃.₁℃（₁₉日）
平均気温 ₉.₉℃　 ₈.₁℃
降 水 量 ₉₃.₅㎜ ₅₀.₀㎜

（注） 平成27年11月分から新しい観測システムによるデータを掲載して
います。
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〈広告欄〉

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
「
事
業
」

に
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
る

売
電
等
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
も
事
業
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
農
耕
作
業
用
自
動
車
は
、

乗
用
で
最
高
速
度
が
時
速
35
㎞
未

満
の
場
合
は
申
告
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
や
申
告
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
窓
口
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
2₈
年
度
償
却
資
産
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

資
産
税
係

　

☎
6４

－

₅
₈
₇
₇

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
の

よ
う
に
不
動
産
の
登
記
簿
に
相
当

す
る
も
の
が
な
い
た
め
、
所
有
者

の
確
認
が
困
難
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
の

所
有
状
況
を
、
そ
の
年
の
1
月
31

日
（
平
成
28
年
度
は
2
月
1
日

（
月
））
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の

用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

資
産
で
、
土
地
及
び
家
屋
以
外
の

構
築
物
、
機
械
等
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

工
場
や
商
店
を
営
ん
で
い

た
り
、
ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場

を
貸
し
付
け
て
い
る
な
ど
、
事
業

を
行
っ
て
い
る
方
が
申
告
の
対
象

償
却
資
産
と
は
？

償
却
資
産
申
告
が

必
要
な
方
は
？

ご 芳 志
ご寄附いただき、ありがとうございました。
厚くお礼申し上げます。
（平成27年11月に寄附をいただいたもので
す。）

•宮崎　泰広 様
 （山口長男・柳瀬正夢・林倭衛 絵画各1点）

〈ふるさと東御応援寄附金〉
•土屋　一延　様 （現金5万円）

　公表については、同意をいただいた方の
み掲載しています。

●問い合わせ先
　総務課　契約財産係　☎ 6４ － ５８0５
　企画財政課　企画政策係　☎ 6４ － ５８93

おいしいヘルシークッキング 108

サトイモごはん（1人分：エネルギー 309kcal・塩分0.4g）

❶うるち米ともち米は炊く30分前に
とぎ、ざるに上げておく。
❷サトイモは厚さ1.5cmの半月切り
にし、塩で揉んで水で洗う。
❸油揚げは半分に切り、5mm幅に切る。
❹炊飯器にうるち米、もち米、酒、
しょうゆを入れ、2合の分量まで水を
加えて軽く混ぜ合わせる。
❺④にサトイモ、油揚げを加え、表面
を手で平らにならしてから炊く。
❻炊き上がったら器に盛り、その上に
柚子皮の千切りを散らす。

作り方

減塩ポイント
　薄味だからこそよく噛んで、
素材を味わうことができます。

サトイモ ..................... 200g
うるち米 ..................... 250g
もち米 .......................... 50g
油揚げ ....................... 2/3枚
酒 ........................... 小さじ2
しょうゆ .................. 小さじ2
柚子皮（千切り） ...........適量

材　料（4人分）
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ートピックスー　地域の話題

　11月21、22日の₂日間にわたり、市の名産「シナノグルミ」
をPRする「201５くるみ祭り」（日本くるみ会議主催）が道の
駅「雷電くるみの里」で開かれました。
　₈回目の今回は、東御市のくるみの集団栽培100周年を記念
して開かれ、恒例となったくるみの品評会や料理・菓子コンテ
スト入賞作品の展示に加え、数種類のシナノグルミを食べ比べ
る「味の人気投票」や菓子作りの実演、殻を使ったストラップ
作りなど内容が盛りだくさん。会場は県内外から訪れた皆さん
で大いににぎわいました。

　市中央公民館で11月2８日、「第12回東御市障がい者福祉のつどい」
（実行委員会と市社会福祉協議会の共催）が開かれました。
　この集いの目的は、「誰もが参加できる社会の実現」。式典では、
県身体障がい者文化芸術祭や県身体障がい者スポーツ大会で優秀な
成績を収めた皆さんの紹介や、障がいのある子どもたちの職場体験
活動「ぷれジョブ」の報告などが行われました。さらに、障がい者
の就労を考える座談会も開かれ、出席者全員で今後の課題などを共
有。最後は、障がいの有無や年齢の垣根を越えて活動するダンスグ
ループ「からふる」がアトラクションを披露し、会場を和ませました。

　晩秋の北国街道海野宿で11月23日、「第2５回海野宿ふれ
あい祭」（実行委員会主催）が開かれました。
　新嘗祭が執り行われた白鳥神社では、厳粛な雰囲気の中、
装束を身にまとった₄名の巫女が浦安の舞を披露。さらに武
士や町人などに扮した市民が街道を練り歩き、江戸時代の雰
囲気漂うかつての宿場町は大勢の見物客でにぎわいました。
　また、街道には多くの模擬店が立ち並び、提供された名
物のほうとうや甘酒、おでんなどが見物客の冷えた体を温
めていました。

　市青少年補導委員会会長を務める荻
おぎ

原
はら

愼
しん

一
いち

郎
ろう

さん（上八重原）が、今年度の
県青少年健全育成表彰を受け、11月2４日に市役所で受賞の喜びを語りました。
　現在、上小少年警察ボランティア協会会長などの要職を務める荻原さんは、
約４0年にわたり少年警察ボランティアの活動を続けてきたことなどが評価され、
今回の受賞が決まりました。
　荻原さんは「長年の活動の中で、大勢の皆さんに支援や協力をいただいた。
皆さんと一緒に喜びたい」と感謝の意を伝え、さらに「子どもたちが大人になっ
たときに、いい地域だったと思えるものを残したい」と自身の活動にかける思
いを述べました。

江戸時代の宿場を再現
第25回海野宿ふれあい祭

荻原愼一郎さん 青少年健全育成で知事表彰

誰もが参加できる社会の実現を！
第12回東御市障がい者福祉のつどい

集団栽培100周年記念
2015くるみ祭り

▲受賞の喜びを語る荻原さん

▲シナノグルミを食べ比べる「味の人気投票」

▲ダンスグループ「からふる」によるアトラクション

▲時代衣装行列

▲浦安の舞
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ートピックスー　地域の話題

　市文化会館で12月13日、毎年恒例の「東御市合唱
祭」（市文化協会合唱部会主催）が開かれ、市内で
活動する合唱サークルや小中学生の皆さんが美しい
歌声を響かせました。
　12回目を数える今回は19団体が参加し、お馴染み
の童謡唱歌から流行歌までの幅広いジャンルの作品
を美しいコーラスで表現して大勢の観客を魅了。最
後は、参加者全員が心一つに「大地讃頌」を歌い、
会場は心地よい高揚感に包まれました。

　戦国武将・真田氏ゆかりの白鳥神社で12月13日、正月を控え、
拝殿や鳥居などに飾る大しめ縄の取り換え作業が行われました。
　同神社の大しめ縄は毎年、地元の本海野区の皆さんが奉納して
いるもので、この日は約20名が作業に参加。しめ縄作りは軽トラッ
ク₁台分の稲わらを選る工程に始まり、わら打機にかけて柔らか
くした後は、熟練者の指揮の下、男性数人が力をあわせて編み上
げていきました。
　半日に及ぶ作業の末、完成した大しめ縄は計₄本。長さ約
10.５mの最も大きなものは、拝殿に飾り付けられました。

　田中保育園で12月₃日、新園舎になって初めての「お餅つ
き」が行われました。
　材料のもち米は、中山間地域農業直接支払事業常田集落協
定の皆さんから提供されたもの。園児たちも田植えや稲刈り
などの作業を手伝い、その成長を見守ってきました。
　この日は集落協定の皆さんも参加し、重たい杵を懸命に振
り上げようとする園児たちをサポート。お餅をつきましょ、
ぺったんこ～♪の可愛らしい歌声が響き渡る中、園児も大人
も一緒になって餅をつき、世代間交流を楽しみました。　

11
・
29
▼	

湯
の
丸
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

11
・
26
▼	

市
体
育
施
設
あ
り
方
検
討
会

初
会
合

11
・
2７
▼	

羽
毛
山
工
業
団
地
売
買
仮
契

約
調
印
式

11
・
21
▼	

第
22
回
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
総
合
開
会
式

11
・
21
▼	

第
５
回
し
ん
た
い
学
会

12
・
1
〜
31
▼
年
末
の
交
通
安
全
運
動

本海野・白鳥神社
地元住民が大しめ縄を奉納

ぺったん、ぺったん、ぺったんこ！
田中保育園 餅つきで地域と交流

ホールいっぱいに響く歌声
第12回東御市合唱祭

▲ティンカーベル

とうみ混声合唱団▶

で
き
ご
と
短
信

▲大しめ縄を拝殿に飾り付ける作業

▲園児と大人が一緒になって餅つきを楽しむ
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（12月1日現在）

世帯数
₁₁,₈₀₁世帯︵＋ ₅︶

総人口
₃₀,₇₉₄人︵＋ ₇︶

男 ₁₅,₁₈₁人︵＋ ₅︶
女 ₁₅,₆₁₃人︵＋ ₂︶

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入 ₇₇人
転出 ₆₃人
出生 ₂₁人
死亡 ₂₇人
その他　1人減
※カッコは前月対比
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平成27年
12月25日発行

No.22

エフエムとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
◦午後 ₄ 時～
　　午後 ₄ 時 55 分

『市民情報広場』

市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします

　市では、市内で地域づくりやボランティア活動を行う市民活動団体を市ホームページで紹介しています。
　登録をご希望の団体は、ホームページから申請書をダウンロードし、必要事項を記入、押印の上、下記へ
提出してください。
●問い合わせ先　地域づくり支援室　☎71－6790 東御市　市民活動団体 検索

市 民 活 動 団 体 登 録 制 度 の ご 案 内

東御市高齢者クラブ連合会 女性部 　私たち、高齢者クラブ連合会女性部は、仲間づ
くりや生き甲斐づくり、健康の維持などを目的に
活動しています。
　年に一度の女性部の研修会では、高齢者に適し
た体操などを行い、毎回大勢の会員で楽しく体を
動かして健康づくりに励んでいます。また、家庭
で役立つ知恵を学ぶ学習会も企画し、今年度は歯
ブラシモップづくりに挑戦しました。毎回、仲間
同士で教え合ったり会話をしたり、楽しいひと時
を過ごしています。
　さらに、地区単位では、市社会福祉協議会への
ウエスの寄附や保育園の子どもたちとの交流など
の奉仕活動も行い、地域とのつながりを大切にし
ています。

活動を通じて生活を豊かに！
地域を豊かに！

▲歯ブラシモップづくりを楽しんだ学習会

▲研修会ではリズム体操で心も体もリフレッシュ！

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分～午後 5 時15分）と
させていただきます。

　高齢者の健康維持や介護予防には、生き甲斐づ
くりや社会参画の機会が必要不可欠です。そのた
め、より多くの皆さんにクラブの活動に参加して
ほしいと考えています。
　活動を通じて地域の仲間と共に過ごす時間は、
とても楽しく充実感に満ちています。自らの健康
寿命をのばすためにも、クラブの行事に誘われた
ら「お茶飲み会」だと思って気軽にご参加ください。

地域の仲間と共に「健康寿命」を
のばそう

編

集

後

記

▼
先
般
、
本
誌
の
「
す
く
す
く
育

て
と
う
み
っ
子
!!
」
に
つ
い
て
、
募

集
の
締
切
日
が
早
す
ぎ
る
と
い
う
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
▼
保
護

者
の
方
の
心
情
を
察
す
る
と
募
集

期
間
は
で
き
る
限
り
長
く
し
た
い
も

の
。
し
か
し
、
本
コ
ー
ナ
ー
の
枠
が

決
ま
ら
な
い
と
他
の
記
事
の
編
集
に

も
遅
れ
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
多
方

面
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
心
苦
し
い
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
原
則
毎
月
8
日

を
締
切
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
▼
我
が
子
の
誕
生
日
の
記

念
に
し
た
い
と
い
う
保
護
者
の
方
の

思
い
に
添
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
担

当
者
と
し
て
も
残
念
な
こ
と
と
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
応
募
を
お

考
え
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
毎

月
8
日
の
締
め
切
り
を
念
頭
に
早
め

の
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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